職種：保安管理　　職務：施設警備

【概要】

ビルディング内の秩序維持と盗難、傷害、設備事故、人身事故、火災、自然災害等から、ビル内の勤務者、訪問者等の生命、身体、財産を守り、安全を確保するため、警備、巡回を行う。

【仕事の内容】

ビルメンテナンスにおける施設警備は、ビルの安全と平穏を維持し、有効な機能を発揮するため、防犯、防火、防災に関する警戒業務のほか、門扉の開閉、訪問者の受付・案内、車両の出入チェック等の入退館管理、駐車場管理などさまざまな保安サービス業務が含まれる。
【求められる経験・能力】

■施設警備

（1） 人の生命や財産を守る仕事であるため、警備業法のもとに様々な制限が設けられており、１８歳未満の人、成年被後見人や破産者で復権していない人、禁固刑等を受けて執行を受けることがなくなってから５年を経過していない人、暴力団員、アルコール・麻薬中毒者等は警備員になることができない。

（2） 上記の制限に該当しない人は、学歴、性別を問わず誰でも警備員になる資格がある。警備員として企業に就職した場合は、３０時間以上の警備員新任教育を受ける。また、警備員としての知識や能力を評価するものとして、都道府県公安委員会による「警備員検定」が実施されている。

（3） 警備・防災知識・技術の段階的教育による能力向上(防災センターの監視業務、緊急対処方、巡回、出入管理、駐車場管理等)

（4） 適性としては、人の生命や財産を守るという責任感が要求される。

（5） 「警備員検定」は、警備員として仕事をする際、もっていると有利な国家資格である。

■駐車場管理

（1） 多くが中途採用となっており、資格や経験は必要とされないが、自動車運転免許を求められることが多い。健康であること、利用客を待たせないよう臨機応変に処理できること、安全、確実に自動車の誘導等を行えることなどが求められる。金銭を保管するので責任感も必要である。

【関連する資格・検定等】

· 警備員検定（１級、２級）［都道府県の公安委員会、都道府県警備業協会など］

· 機械警備業務管理者［都道府県警備業協会］
· 警備員指導教育責任者（１、２、３、４号）［都道府県警備業協会］
【労働省職業分類（小分類）との対応】

３８４　　駐車場・駐輪場管理人
４２３　　警備員


